
中国の需要不安で一時80ドル割れ
NY原油先物相場は、1バレル=80ドル水準まで急落した。中国で新型コロナウイルスの感染被害が拡大

していることが嫌気され、一時80ドル割れの急落地合になっている。また、米連邦準備制度理事会

（FRB）の利上げ長期化観測が蒸し返されていることも嫌気されている。77.24ドルまで下値を切り下

げ、9月28日以来の安値を更新している。

改めて中国の需要リスクが中心テーマになっている。中国では新型コロナウイルスの1日当たりの新規

感染者数が2万人台まで急増しており、行動規制の強化が石油需要環境を悪化させるのは避けられない

とみられている。中国政府はゼロコロナ政策に基づく行動規制を緩和する方向で動いており、従来程に

は大きな需要ショックは発生しづらくなっている。広東省広州市ではロックダウンに対する不満から暴

動が発生するなど、市民の不満が高まっているためだ。しかし、現実問題として大規模検査と隔離措置

以外には対応策が見当たらないため、中国の石油需要が下振れするリスクが強く警戒された。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（11月11日時点）は、原油が前週比540万バレル減、ガソリ

ンが221万バレル増、石油精製品が112万バレル増となった。
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【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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中国需要リスクの消化、コロナ感染状況に一喜一憂
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【展望】

改めて中国の需要リスクにマーケットの関心はシフトしてい

る。中国では突然に新型コロナウイルスの新規感染者数が急

増しており、このまま更に感染者が増え続け、大規模な行動

規制の導入が報告されると、原油相場は80ドル割れの時間が

増えることになる。ただ、あくまでも感染状況次第の展開に

なるため、感染拡大の「波」が終息に向かうと一気に地合を

引き締める可能性を抱えている。毎日の感染者数のデータを

見ながらの展開が続き易い。

一方、2週間前の11月7日には93.74ドルまで急伸していた相

場であり、供給不安も根強い。11月15日に国際エネルギー機

関（IEA）が発表した月報では、石油市場は「前例ない不確

実性」を抱えた状態にあるとの警告が発せられている。11月

から石油輸出国機構（OPEC）プラスの減産が始まったが、

12月5日には更に欧州連合（EU）のロシア産石油禁輸、そし

て主要7カ国（G7）などのロシア産石油価格の上限設定が予

定されている。これら一連の動きがどの程度の供給制約を発

生させるのかは、先行きの予想が困難な状態にある。IEAは

特にディーゼル油需給に混乱が生じるリスクを指摘している。

需要不安と供給不安のどちらを重視するのかが焦点になるた

め、強弱材料交錯から不安定な地合が続き易い。まずは需要

不安の織り込みを前提に、中国の需要リスクを更に高めるよ

うな動きの有無を見極める展開になる。一方、年初来安値が

近付いていることで、下げ過ぎ感や値ごろ感の買い圧力がみ

られるのかにも注目したい。80ドル割れで値ごろ感が意識さ

れると修正高になり易い。ただ、本格的な上昇トレンド形成

には、中国の新型コロナウイルスの感染被害が終息に向かい

始めるか、需要不安を相殺するような供給不安が要求される。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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